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は じ め に

日本骨代謝学会から 1995 年にはじめて原発性骨粗鬆症の診断基準が発表され1)，1996

年に改訂2)，2000 年にさらなる改訂版3)が発表された。今回，国際的な整合性を目指すと

ともに新たな知見に基づき 2012 年度改訂版を作成した。

2000 年度改訂版原発性骨粗鬆症の診断基準の問題点

表 1 に 2000 年度改訂版原発性骨粗鬆症の診断基準を示すが，2000 年にこの診断基準

が提案されて以来，いくつかの問題点が指摘された。その主なものは以下のごとくである。
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1）日本の診断基準と WHO の診断基準との違いについてどうするか

①SD 表記（WHO）または％表記（日本）のいずれか，または併記するか。

②骨量減少（骨減少）［low bone mass（osteopenia）］の定義に，YAM の－1.0SD（WHO）

または－1.5SD（日本）のいずれを用いるか。

③脆弱性骨折の有無による分類（日本）はどうするか。

④重症骨粗鬆症（severe osteoporosis）の定義（WHO）は日本ではどうするか。

2）骨密度測定部位とカットオフ値についてどうするか

①L1～L4（海外）と L2～L4（日本）の両方を提示するか。

②椎体ごとの平均値，SD も必要か。

③大腿骨近位部の YAM として 20～44 歳を対象とすることが妥当か。

④わが国で普及した橈骨（国産）と中手骨（MD）の取り扱いについて SD 表記では

なく％表記でよいか。

⑤男性の診断基準は大腿骨近位部のみとするか，または腰椎も採用するか。

⑥QUS は採用するか。

表 1 原発性骨粗鬆症の診断基準（2000 年度改訂版）

低骨量をきたす骨粗鬆症以外の疾患または続発性骨粗鬆症を認めず，骨評価の結果が下記の条件を満たす場

合，原発性骨粗鬆症と診断する。

I．脆弱性骨折（注 1）あり

II．脆弱性骨折なし

骨密度値（注 2） 脊椎 X 線像での骨粗鬆化（注 3）

正 常 YAM の 80％以上 な し

骨量減少 YAM の 70％以上～80％未満 疑いあり

骨粗鬆症 YAM の 70％未満 あ り

YAM：若年成人平均値（20～44 歳）

注 1 脆弱性骨折：低骨量（骨密度が YAM の 80％未満，あるいは脊椎 X 線像で骨粗鬆化がある場合）が原因

で，軽微な外力によって発生した非外傷性骨折，骨折部位は脊椎，大腿骨頸部，橈骨遠位端，その他。

注 2 骨密度は原則として腰椎骨密度とする。ただし，高齢者において，脊椎変形などのために腰椎骨密度の

測定が適当でないと判断される場合には大腿骨頸部骨密度とする。これらの測定が困難な場合は橈骨，

第二中手骨，踵骨の骨密度とする。

注 3 脊椎 X 線像での骨粗鬆化の評価は，従来の骨萎縮度判定基準を参考にして行う。

脊椎 X 線像での骨粗鬆化 従来の骨萎縮度判定基準

な し 骨萎縮なし

疑いあり 骨萎縮度Ⅰ度

あ り 骨萎縮度Ⅱ度以上
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原発性骨粗鬆症の新しい診断基準（2012 年度改訂版）

本委員会は前述した 2000 年度改訂版の診断基準に関する種々の問題点について検討

を加え，表 2 に示す新たな診断基準（2012 年度改訂版）を作成した。

原発性骨粗鬆症の診断には鑑別診断が欠かせず，除外診断を行ったうえで表 2 および

表 3 に示す新しい診断基準を用いて原発性骨粗鬆症と診断する。続発性骨粗鬆症につい

ては，ステロイド性骨粗鬆症の管理と治療ガイドライン 2004 年版4)以外は診断基準，薬

物治療開始基準が設定されていないため，原発性骨粗鬆症の診断基準が用いられている

ものの，本診断基準は続発性骨粗鬆症を対象としたものではないことに留意する必要が

ある。

2000 年度改訂版と今回の新しい基準との主な相違点とその理由は，以下のとおりであ

る。

表 2 原発性骨粗鬆症の診断基準（2012 年度改訂版）

低骨量をきたす骨粗鬆症以外の疾患または続発性骨粗鬆症を認めず，骨評価の結果が下記の条件を満た

す場合，原発性骨粗鬆症と診断する。

I．脆弱性骨折（注 1）あり

1．椎体骨折（注 2）または大腿骨近位部骨折あり

2．その他の脆弱性骨折（注 3）があり，骨密度（注 4）が YAM の 80％未満

II．脆弱性骨折なし

骨密度（注4）が YAM の 70％以下または－2.5SD 以下

YAM：若年成人平均値（腰椎では 20～44歳，大腿骨近位部では20～29歳）

注 1 軽微な外力によって発生した非外傷性骨折。軽微な外力とは，立った姿勢からの転倒か，それ以

下の外力をさす。

注 2 形態椎体骨折のうち，3分の 2は無症候性であることに留意するとともに，鑑別診断の観点から

も脊椎 X線像を確認することが望ましい。

注 3 その他の脆弱性骨折：軽微な外力によって発生した非外傷性骨折で，骨折部位は肋骨，骨盤（恥

骨，坐骨，仙骨を含む），上腕骨近位部，橈骨遠位端，下腿骨。

注 4 骨密度は原則として腰椎または大腿骨近位部骨密度とする。また，複数部位で測定した場合には

より低い％値または SD値を採用することとする。腰椎においては L1～L4または L2～L4を基準

値とする。ただし，高齢者において，脊椎変形などのために腰椎骨密度の測定が困難な場合には

大腿骨近位部骨密度とする。大腿骨近位部骨密度には頸部または total hip（totalproximal femur）

を用いる。これらの測定が困難な場合は橈骨，第二中手骨の骨密度とするが，この場合は％のみ

使用する。表3に日本人女性における骨密度のカットオフ値を示す。

付 記

骨量減少（骨減少）［low bone mass（osteopenia）］：骨密度が－2.5SDより大きく－1.0SD未満の場

合を骨量減少とする。
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表 3 日本人における骨密度のカットオフ値（g/cm2）（注1）

女 性

部 位 機 種
骨密度

(YAM±SD)
YAM の 80％に

相当する骨密度値

骨粗鬆症の

カットオフ値（注 2）

腰 椎

（L1～L4）

QDR* 0.989±0.112 0.791 0.709

DPX* 1.152±0.139 0.922 0.805

DCS-900* 1.020±0.116 0.816 0.730

腰 椎

（L2～L4）

QDR 1.011±0.119 0.809 0.708

DPX 1.192±0.146 0.954 0.834

DCS-900* 1.066±0.126 0.853 0.751

XR 1.040±0.136 0.832 0.728

1X 1.084±0.129 0.867 0.758

大腿骨頸部

QDR* 0.790±0.090 0.632 0.565

DPX* 0.939±0.114 0.751 0.654

DCS-900* 0.961±0.114 0.769 0.676

Total hip

QDR* 0.875±0.100 0.700 0.625

DPX* 0.961±0.130 0.769 0.636

DCS-900* 0.960±0.114 0.768 0.675

橈 骨

DCS-600 0.646±0.052 0.517 0.452

XCT-960（注 3） 405.36±61.68 324.29 283.75

pDXA 0.753±0.066 0.602 0.527

DTX-200 0.476±0.054 0.381 0.333

第二中手骨
CXD（注 4） 2.741±0.232 2.193 1.919

DIP（注 4） 2.864±0.247 2.291 2.005

男 性

部 位 機 種
骨密度

(YAM±SD)
YAM の 80％に

相当する骨密度値

骨粗鬆症の

カットオフ値（注２）

橈 骨
DCS-600 0.772±0.070 0.618 0.540

DTX-200 0.571±0.065 0.457 0.400

第二中手骨 DIP（注 4） 2.984±0.294 2.387 2.089

注 1 1996 年度改訂版診断基準のデータに 2006 年のデータ（*印で示す機種）を追加，変更した。

注 2 脆弱性骨折のない場合のカットオフ値（YAM の 70％または－2.5SD）を示す。

注 3 XCT-960：mg/cm3

注 4 CXD，DIP：mmAl
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1）既存骨折種による分類を追加した

骨折種にかかわらず既存骨折の存在による新規骨折の相対リスクは約 2 倍である5,6)。

一方，椎体骨折が存在する場合の新規椎体骨折の相対リスクは骨密度による補正をした

うえで約 3～4 倍，新規大腿骨近位部骨折の相対リスクは約 3～5 倍となる7)。また，大腿

骨近位部骨折が存在する場合の新規骨折の相対リスクは 2.58)～6.489)倍となる。さらに，

既存椎体骨折を有する骨量減少例の新規骨折リスクは既存椎体骨折のない骨粗鬆症例の

新規骨折リスクの約 1.6 倍である10)。これらのことから，既存骨折のうち，椎体または大

腿骨近位部骨折があれば骨密度と関係なく骨粗鬆症とし，その他の骨折がある場合はこ

れまでどおり骨密度が YAM の 80％未満の例を骨粗鬆症とすることとした。なお，その

他の骨折としては，WHO が定義する主要な非椎体骨折 6 部位から大腿骨近位部を除い

たものとした。

2）骨密度の測定部位は原則として腰椎または大腿骨近位部とする

国際的には，これらの部位での測定が基本となっている。また，複数部位で測定した

場合にはより低い％値または SD 値を採用することとする。さらに，後に述べるように

これらの部位では％表記と SD 表記を併記する。橈骨と中手骨においては両表記間に大

きな差が存在する。そこで，骨密度の測定部位は原則として腰椎または大腿骨近位部と

し，これらの部位での測定が困難な場合は橈骨，第二中手骨で測定してもよいとした。

3）大腿骨近位部骨密度の YAM は 20～29 歳を基準とした

大腿骨近位部では腰椎に比し 20 歳代以降の骨密度減少率が大きく11)，また国際基準に

合わせる目的で 20～29 歳を YAM の基準とすることとした。新しい基準値（資料 1）を

用いたカットオフ値は 1996 年度版診断基準作成時に検討した感度特異度曲線の交点か

らの隔たりは小さく（表 4），骨折リスク評価の観点からも妥当といえる。

4）骨密度に関して％表記に SD 表記を併記した

YAM に関しては男女ともに 1996 年と 2006 年の若年成人平均値と SD（資料 1）はい

ずれも重なり，実質的な差はない。表 4 に腰椎および大腿骨近位部における現行（1996

年），2006 年の YAM の 70％を用いた場合，2006 年の－2.5SD を用いた場合のカットオ

フ値を示す。腰椎は 70％を採用したほうが両者の差がやや小さいことが示され，1996

年の YAM の 70％を基準値とすることとした。一方，大腿骨近位部は先に述べたように

20～29 歳を対象とした 2006 年の値を採用することとした。いずれの場合も，女性では

ほぼ－2.5SD に一致する値となり，男性においてはややばらつきがあるものの大きな差

は認められない。このことから，腰椎と大腿骨近位部については，70％と－2.5SD を併

記することとした。なお，男女ともに腰椎と大腿骨近位部のカットオフ値は原則として

女性の YAM を使用することとし，男性の YAM は算定に用いた症例数が少なく参考値と

して使用することとする。一方，橈骨と中手骨については，従来どおり男女別の YAM を
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用い，また％表記と SD 表記に大きな差があるため（表 5），％表記のみを使用すること

とした。

なお，骨粗鬆症の診断基準は，これまでの骨密度が YAM の 70％未満から，WHO の定

義に合わせて YAM の 70％以下または－2.5SD 以下とすることとした。

5）腰椎骨密度は L1～L4 と L2～L4 を併記した

従来わが国では L2～L4 を採用してきたが，国際的には L1～L4 が採用されており，こ

れらを併記することとした（表 3）。なお，椎体ごとの数値は示さないこととし，L1～L4

に関しては 2006 年のデータを基準値とすることとした。

6）男性についても大腿骨近位部と腰椎の骨密度を用いることとした

2000 年度改訂版では，男性においては大腿骨頸部骨密度のほうが腰椎骨密度より骨折

の判別に有用であるとされたが，男性においても腰椎骨密度のみで骨粗鬆症と診断され

る例はあり，腰椎骨密度を評価する意味はあると考えられる。ただし，腰椎骨密度の評

価にあたっては，変形性脊椎症による変化や腹部大動脈石灰化についての考慮が必要で

表 4 カットオフ値の比較

腰椎骨密度（20～44歳）

性 別 部 位 機 種
70％

（1996 年）

YAM の 70％（2006 年） －2.5SD（2006 年）

骨密度

（g/cm2）
SD 相当値

骨密度

（g/cm2）
％相当値

女 性 L2～L4
QDR 0.708 0.707 －2.5 0.713 70.5

DPX 0.834 0.826 －2.5 0.823 69.7

男 性 L2～L4
QDR 0.711 0.717 －2.3 0.697 68.0

DPX 0.797 －2.1 0.733 64.4

大腿骨近位部骨密度*

性 別 部 位 機 種
70％

（1996 年）

YAM の 70％（2006 年） －2.5SD（2006 年）

骨密度

（g/cm2）
SD 相当値

骨密度

（g/cm2）
％相当値

女 性

大腿骨頸部
QDR 0.551 0.553 －2.6 0.566 71.5

DPX 0.640 0.657 －2.5 0.654 69.6

Total hip
QDR 0.604 0.613 －2.6 0.625 71.4

DPX 0.673 －2.2 0.636 66.2

男 性

大腿骨頸部
QDR 0.604 0.580 －2.7 0.598 72.2

DPX 0.706 －2.5 0.701 69.5

Total hip
QDR 0.672 0.669 －2.2 0.628 65.7

DPX 0.732 －2.3 0.709 67.7

*1996 年の基準値では 20～44 歳，2006 年の基準値では 20～29 歳の平均値を YAM とした。
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ある。

7）脊椎 X 線像での骨粗鬆化の表記を削除した

近年，デジタル化の普及により脊椎 X 線像での骨萎縮度判定が困難となっており，脊

椎 X 線像での骨粗鬆化の表記を削除した。

8）QUS について

QUS は，骨折リスクを予測し，骨密度と相関関係はあるが，骨密度そのものを測定し

ているわけではない。また，QUS は骨粗鬆症のスクリーニング等のための検査法として

その有用性が報告されており，骨塩定量検査の保険適応を有しているが，いまだ確定診

断の方法としては確立しているとはいえない。これらの理由から，診断基準への QUS の

表 5 日本人女性における骨密度の YAM と SD 値（注 1）

部 位 機 種
骨密度（g/cm2）

（YAM±SD）

YAM の 80％に

相当する SD 値

YAM の 70％に

相当する SD 値

腰 椎

（L1～L4）

QDR* 0.989±0.112 －1.8 －2.6

DPX* 1.152±0.139 －1.7 －2.5

DCS-900* 1.020±0.116 －1.8 －2.6

腰 椎

（L2～L4）

QDR 1.011±0.119 －1.7 －2.5

DPX 1.192±0.146 －1.6 －2.4

DCS-900* 1.066±0.126 －1.7 －2.5

XR 1.040±0.136 －1.5 －2.3

1X 1.084±0.129 －1.7 －2.5

大腿骨頸部

QDR* 0.790±0.090 －1.8 －2.6

DPX* 0.939±0.114 －1.6 －2.5

DCS-900* 0.961±0.114 －1.7 －2.5

Total hip

QDR* 0.875±0.100 －1.8 －2.6

DPX* 0.961±0.130 －1.5 －2.2

DCS-900* 0.960±0.114 －1.7 －2.5

橈 骨

DCS-600 0.646±0.052 －2.5 －3.7

XCT-960（注 2） 405.36±61.68 －1.3 －2.0

pDXA 0.753±0.066 －2.3 －3.4

DTX-200 0.476±0.054 －1.8 －2.6

第二中手骨
CXD（注 3） 2.741±0.232 －2.4 －3.5

DIP（注 3） 2.864±0.247 －2.3 －3.5

注 1 1996 年度改訂版診断基準のデータに 2006 年のデータ（*印で示す機種）を追加，変更した。

注 2 XCT-960：mg/cm3

注 3 CXD，DIP：mmAl
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記載は見送った。

9）骨量減少（骨減少）［low bone mass（osteopenia）］とは

骨量減少（骨減少）は将来骨粗鬆症を発症するリスクが高く予防介入の対象となる可

能性を有し，一部は薬物治療の対象ともなる。そして，国際的な基準と同じ－2.5SD よ

り大きく－1.0SD 未満の場合を骨量減少とする。なお，椎体と大腿骨近位部以外の脆弱

性骨折がある場合は，従来どおり YAM の 80％（－1.7～－1.8SD 相当）未満を骨粗鬆症

とすることとし，骨量減少（骨減少）の定義は使用しないこととした。

10）骨粗鬆症の重症度について

重症骨粗鬆症（severe osteoporosis）とは，WHO の定義によると骨密度値が－2.5SD

以下で 1 個以上の脆弱性骨折を有する場合とされる。先に述べたように脆弱性骨折の存

在は新規骨折発生リスクを上昇させることは間違いないが，本定義では単に骨折危険性

の高い患者を定義することになる。また，わが国の添付文書上の骨折の危険性の高い骨

粗鬆症とは，低骨密度，既存骨折，加齢，大腿骨頸部骨折の家族歴等の危険因子を有す

る患者とされる。一方，海外の骨折予防試験のサブ解析や A-TOP 研究会の検討の結果

からは，骨折の危険性の高い骨粗鬆症を単一の危険因子で規定できるものとして，腰椎

骨密度が－3.3SD 未満12,13)，既存椎体骨折の数が 2 個以上12,14)，既存椎体骨折の半定量評

価法15)によるグレード 314)，などの条件が考えられる。また，既存大腿骨近位部骨折は新

規骨折リスクとなると考えられているにもかかわらず，この点に関する前向き研究の報

告はない。最近では，年齢と無関係に生命予後を悪化させる骨折の存在を重症骨粗鬆症

の定義とする考え方も提唱されている 16)。脆弱性骨折の存在は年齢と無関係に生命予後

を悪化させるが，椎体，大腿骨，肋骨，骨盤，上腕骨，脛骨以外の骨折の場合には高齢

者（75 歳以上）を対象とすべきであると考えられる16)。以上の記載を参考に，骨折危険

性や生命予後の観点から骨粗鬆症の重症度を判断することが望ましい。

本診断基準は Journal of Bone and Mineral Metabolism にも掲載予定である。
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資料 1 2006 年版の骨密度基準値について

日本骨代謝学会の骨密度基準値設定委員会での検討結果に基づいて計算した。基準値作成のためのデー

タは，20歳以上の日本人男女（ドック・健診受診者，hospital control）を対象として，2004年から 2006

年に実施された DXA 検査の結果を横断的に収集した。以下に男女および測定機種別の値を示す。

表 a 腰椎正面骨密度の YAM（g/cm2）（20～44 歳）

測定部位 機 種
男 性 女 性

n 年齢±SD YAM±SD n 年齢±SD YAM±SD

L1～L4

QDR 504 32.6±6.8 0.965±0.128 3,510 33.8±7.3 0.989±0.112

DPX 930 34.5±7.0 1.116±0.150 4,743 36.7±6.0 1.152±0.139

DCS-900 82 34.8±6.9 1.027±0.112 270 22.7±6.1 1.020±0.116

L2～L4

QDR 553 34.5±7.1 1.024±0.131 5,062 35.3±7.0 1.010±0.119

DPX 1,084 34.4±7.1 1.138±0.162 6,036 36.8±5.9 1.180±0.143

DCS-900 123 34.9±6.8 1.050±0.116 464 27.5±8.6 1.066±0.126

表 b 大腿骨近位部骨密度の YAM（g/cm2）（20～29 歳）

測定部位 機 種
男 性 女 性

n 年齢±SD YAM±SD n 年齢±SD YAM±SD

大腿骨頸部

QDR 162 24.3±2.8 0.828±0.092 863 24.0±2.8 0.790±0.090

DPX 244 24.7±2.0 1.008±0.123 440 25.1±2.6 0.939±0.114

DCS-900 62 26.3±2.1 1.027±0.167 267 21.0±2.2 0.961±0.114

Total hip

QDR 203 24.0±2.7 0.955±0.131 915 23.9±2.8 0.875±0.100

DPX 238 24.8±1.9 1.046±0.135 392 25.2±2.5 0.961±0.130

DCS-900 59 26.2±2.1 1.030±0.155 265 21.0±2.2 0.960±0.114
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表 c 女性：腰椎（L1～L4）骨密度基準値（QDR）

年 齢 n BMD（g/cm2） SD

20～24 526 0.975 0.106

25～29 601 0.968 0.108

30～34 554 0.993 0.107

35～39 796 0.998 0.115

40～44 1,033 0.998 0.115

45～49 1,370 0.990 0.128

50～54 1,609 0.916 0.146

55～59 2,012 0.846 0.140

60～64 2,068 0.794 0.137

65～69 2,351 0.772 0.135

70～74 2,527 0.757 0.140

75～79 1,864 0.741 0.152

80～84 1,118 0.743 0.157

85～ 657 0.689 0.155

合 計 19,086

表 d 女性：腰椎（L2～L4）骨密度基準値（QDR）

年 齢 n BMD（g/cm2） SD

20～24 611 0.993 0.117

25～29 524 0.991 0.112

30～34 714 1.007 0.117

35～39 1,336 1.023 0.119

40～44 1,877 1.013 0.122

45～49 2,743 1.009 0.133

50～54 3,518 0.935 0.146

55～59 3,473 0.861 0.140

60～64 3,034 0.799 0.138

65～69 3,150 0.774 0.135

70～74 3,019 0.767 0.142

75～79 1,802 0.763 0.153

80～84 889 0.762 0.158

85～ 366 0.742 0.159

合 計 27,056

表 e 女性：大腿骨頸部骨密度基準値（QDR）

年 齢 n BMD（g/cm2） SD

20～24 492 0.806 0.088

25～29 371 0.769 0.087

30～34 266 0.744 0.097

35～39 262 0.732 0.105

40～44 269 0.703 0.104

45～49 352 0.707 0.112

50～54 857 0.689 0.111

55～59 1,336 0.637 0.099

60～64 1,627 0.618 0.101

65～69 2,390 0.596 0.095

70～74 2,887 0.565 0.094

75～79 2,026 0.538 0.097

80～84 1,309 0.518 0.099

85～ 682 0.466 0.104

合 計 15,126

表 f 女性：Total hip 骨密度基準値（QDR）

年 齢 n BMD（g/cm2） SD

20～24 533 0.889 0.099

25～29 382 0.855 0.098

30～34 273 0.841 0.108

35～39 266 0.838 0.118

40～44 272 0.822 0.121

45～49 357 0.827 0.130

50～54 864 0.799 0.130

55～59 1,339 0.742 0.115

60～64 1,629 0.720 0.115

65～69 2,421 0.693 0.109

70～74 2,910 0.661 0.113

75～79 2,045 0.629 0.116

80～84 1,313 0.591 0.117

85～ 682 0.522 0.122

合 計 15,286
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表 g 女性：腰椎（L1～L4）骨密度基準値（DPX）

年 齢 n BMD（g/cm2） SD

20～24 247 1.141 0.126

25～29 420 1.130 0.131

30～34 792 1.145 0.138

35～39 1,240 1.154 0.137

40～44 2,044 1.159 0.143

45～49 2,236 1.125 0.150

50～54 3,438 1.060 0.161

55～59 5,169 0.966 0.154

60～64 5,629 0.904 0.147

65～69 5,549 0.865 0.142

70～74 5,591 0.821 0.137

75～79 4,700 0.803 0.140

80～84 2,729 0.783 0.142

85～ 1,428 0.735 0.141

合 計 41,212

表 h 女性：腰椎（L2～L4）骨密度基準値（DPX）

年 齢 n BMD（g/cm2） SD

20～24 309 1.163 0.128

25～29 498 1.150 0.135

30～34 1,006 1.169 0.142

35～39 1,545 1.183 0.141

40～44 2,678 1.191 0.146

45～49 2,964 1.158 0.152

50～54 4,751 1.089 0.166

55～59 7,055 0.995 0.159

60～64 7,390 0.932 0.153

65～69 7,241 0.895 0.151

70～74 7,271 0.855 0.150

75～79 5,899 0.832 0.153

80～84 3,215 0.803 0.153

85～ 1,721 0.754 0.150

合 計 53,543

表 i 女性：大腿骨頸部骨密度基準値（DPX）

年 齢 n BMD（g/cm2） SD

20～24 201 0.967 0.115

25～29 239 0.915 0.108

30～34 487 0.886 0.117

35～39 744 0.874 0.113

40～44 1,389 0.885 0.116

45～49 1,518 0.879 0.126

50～54 2,743 0.843 0.128

55～59 3,865 0.789 0.120

60～64 4,310 0.752 0.114

65～69 4,634 0.719 0.109

70～74 5,491 0.677 0.109

75～79 4,927 0.645 0.109

80～84 2,992 0.620 0.114

85～ 1,865 0.569 0.114

合 計 35,405

表 j 女性：Total hip 骨密度基準値（DPX）

年 齢 n BMD（g/cm2） SD

20～24 171 0.996 0.133

25～29 221 0.934 0.122

30～34 473 0.915 0.126

35～39 728 0.912 0.125

40～44 1,348 0.925 0.124

45～49 1,473 0.927 0.138

50～54 2,692 0.898 0.142

55～59 3,794 0.841 0.133

60～64 4,219 0.804 0.126

65～69 4,561 0.771 0.121

70～74 5,393 0.728 0.123

75～79 4,873 0.683 0.123

80～84 2,961 0.651 0.123

85～ 1,857 0.591 0.120

合 計 34,764
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表 k 女性：腰椎（L1～L4）骨密度基準値（DCS-900）

年 齢 n BMD（g/cm2） SD

20～24 230 1.023 0.115

25～29 2 0.974 0.001

30～34 13 0.980 0.158

35～39 10 1.029 0.094

40～44 15 1.001 0.111

45～49 3 1.041 0.070

50～54 2 0.940 0.168

55～59 5 0.955 0.211

60～64 20 0.852 0.117

65～69 24 0.851 0.108

70～74 27 0.817 0.117

75～79 34 0.805 0.084

80～84 16 0.806 0.102

85～ 5 0.770 0.124

合 計 406

表 l 女性：腰椎（L2～L4）骨密度基準値（DCS-900）

年 齢 n BMD（g/cm2） SD

20～24 255 1.065 0.119

25～29 32 1.045 0.106

30～34 55 1.083 0.139

35～39 49 1.072 0.141

40～44 73 1.062 0.134

45～49 91 1.083 0.155

50～54 203 1.022 0.160

55～59 352 0.910 0.162

60～64 443 0.871 0.162

65～69 553 0.853 0.168

70～74 899 0.839 0.174

75～79 822 0.840 0.181

80～84 529 0.822 0.194

85～ 309 0.771 0.199

合 計 4,665

表 m 女性：大腿骨頸部骨密度基準値（DCS-900）

年 齢 n BMD（g/cm2） SD

20～24 241 0.964 0.114

25～29 26 0.935 0.117

30～34 63 0.927 0.130

35～39 121 0.929 0.124

40～44 148 0.927 0.130

45～49 249 0.913 0.129

50～54 287 0.869 0.147

55～59 358 0.803 0.139

60～64 354 0.766 0.125

65～69 340 0.710 0.119

70～74 491 0.638 0.131

75～79 466 0.627 0.135

80～84 299 0.595 0.147

85～ 172 0.519 0.151

合 計 3,615

表 n 女性：Total hip 骨密度基準値（DCS-900）

年 齢 n BMD（g/cm2） SD

20～24 239 0.961 0.111

25～29 26 0.944 0.136

30～34 53 0.929 0.144

35～39 82 0.935 0.133

40～44 106 0.961 0.148

45～49 152 0.950 0.137

50～54 158 0.949 0.152

55～59 185 0.859 0.137

60～64 187 0.819 0.139

65～69 167 0.742 0.132

70～74 262 0.674 0.148

75～79 257 0.640 0.164

80～84 168 0.600 0.157

85～ 98 0.494 0.162

合 計 2,140
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